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Ⅰ．各研修の実施結果 

第１回 

月日 研修内容 講師（敬称略） 

2018年 

11月 28日（水） 

§オリエンテーション 

  女性防災コーディネーターへの期待

と研修の進め方 

§コミュニケーションの基礎 

年代性別の違いを超えてのコミュ

ニケーションを学ぶ 

世田谷区立男女共同参画センター 

らぷらす 館長 桜井陽子 

 

NPO法人アサーティブジャパン 

代表理事 森田汐生 

【概要】 

はじめに、本研修のプログラムを検討する委員会の委員長を務めております桜井

さんから、女性防災コーディネーターへの期待と研修プログラムの全体像について

ご説明いただきました。 

続いて、NPO 法人アサーティブジャパンの代表理事である森田さんから、せた

がや女性防災コーディネーターに求められるコミュニケーションスキルを身に着

けることを目的としたアサーティブトレーニングにより、座学とロールプレイング

を通してアサーティブにコミュニケーションをとる際の姿勢やスキルについて学

びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第２回 

月日 研修内容 講師（敬称略） 

2019年 

1月 23日（水） 

§防災における女性の視点 

  女性の視点から地域防災を具体的に

考える 

内閣府大臣官房政府広報室  

広報専門官 土井真知 

【概要】 

まず、世田谷区危機管理室災害対策課から、世田谷区の避難所に関して、基本的

なポイントをご説明いたしました。 

続いて、本研修のプログラムを検討する委員会の委員を務めております土井さん

から、「防災における女性・多様性の視点」というテーマで、防災における女性・多

様性の視点の重要性やそれを実現するための方法について、座学やグループ毎のワ

ークショップを通して学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

第３回 

月日 研修内容 講師（敬称略） 

3月 16日（土） §尊厳と健康を守る災害時のトイレ 

  女子校生と考える 命を守るトイレ

の話 

  災害時トイレの展示アリ 

目黒星美学園中学校高等学校  

教諭 亰百合子、生徒のみなさん 

【概要】 

目黒星美学園中学高等学校の亰さんと生徒のみなさんから、『「こころとからだを

守る」災害時のトイレ』というテーマで研修をしていただきました。 

まず、座学を通して、多様性に配慮した視点から災害時のトイレの問題について

学びました。続いて、目黒星美学園高等学校の生徒のみなさんにもご参加いただい

てワークショップを行い、“みんなが使いやすい”災害時のトイレのルールについ

て検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

第４回 

月日 研修内容 講師（敬称略） 

4月 20日（土） 【公開講座】 

§東日本大震災、熊本地震の被災地の事

例から学ぶ〜女性の視点での避難所運

営、災害復興 

仙台市地域防災リーダー、岩切の女

性たちによる防災宣言を作る会 

世話人 菅野澄枝 

益城だいすきプロジェクト・きまま

に 代表 吉村静代 

【概要】 

東日本大震災、熊本地震を経験された、菅野さん、吉村さんにお越しいただき、

災害時の貴重なお話を頂きました。 

お二人のご講演や質問コーナーでは、避難者同士の思いやりや気遣いが広がって

いくことで、生活の場を取り戻していったという点をはじめ、実際の被災地の事例

から“避難所における女性の視点”の必要性を改めて学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

第５回 

月日 研修内容 講師（敬称略） 

5月 29日（水） 世田谷区オリジナルＨＵＧ（避難所運営

ゲーム）をつくる （その 1） 

§静岡県版ＨＵＧの体験 

世田谷区災害対策課 

【概要】 

第 5 回～第 7 回の研修は、多様性に配慮した女性の視点からの防災について地

域に知ってもらうために、地域に受け入れられる『得意技』として、「世田谷版ＨＵ

Ｇ」をつくることを目指しました。 

第 5回の研修は、オリジナルＨＵＧの作成に先立ち、まずは静岡県版 HUGを体

験し、女性の視点、多様性の視点など、足りない視点や追加したい要素等について

検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

第６回 

月日 研修内容 講師（敬称略） 

７月 10日（水） 世田谷区オリジナルＨＵＧ（避難所運営

ゲーム）をつくる （その 2） 

§世田谷版 HUG に盛り込む区の災害

対策の仕組みについて 

§世田谷版 HUG イベントカードにつ

いての検討 

せたがや防災ＮＰＯアクション  

事務局長 柴田真希 

世田谷区災害対策課 

【概要】 

第 5回の研修を踏まえ、多様性に配慮した女性の視点から、災害時に起こりそう

な困った状況について、世田谷版ＨＵＧのカードを作成しました。 

新しい HUGのカードについて、まずは研修生でカードの対応策を考えるワーク

ショップを実施しました。ワークショップでは、大きく４つのテーマについて検討

し、ワークショップの最後には、委員及び区も交えた意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1

テーマ①

対応策やプレイヤーに気付いてもらいたいことを意見交換しましょう

子育て中の家族などへの対応はどうしたらよいで
しょうか。

＜世田谷版HUG カード＞

• 子どもの夜泣きがひどいの
ですが、避難所に入所して
良いですか？

• 安心して授乳できる場所は
ありませんか？

• 生後１０日の乳児を連れて
いる。母乳で育てている。
赤ちゃんは夜泣きがひどい。
おむつも足りない。

• 妻は妊娠3か月。体調が優れな
いため、横になって休むところ
はないか？

• 母子家庭。子どもが避難所内を
激しく走り回っている。

• 妊婦と乳児の母子家庭。物資配
給の列に並べないがどうしたら
よいか。

• 夫婦共働きのため、昼間子ども
の面倒を見ることができない。
どこかで、子どもの面倒を見て
もらうことはできないか。



 

第７回 

月日 研修内容 講師（敬称略） 

5月 29日（水） 世田谷区オリジナルＨＵＧ（避難所運営

ゲーム）をつくる （その 3） 

§「世田谷版ＨＵＧ」の解説 

§「世田谷版ＨＵＧ」の体験 

世田谷区災害対策課 

【概要】 

完成した「世田谷版ＨＵＧ」について、ゲームに向けた準備、ゲーム当日の対応

（ゲーム前の講義、ゲームの運営、ゲーム後の振り返り）、虎の巻等の資料の使い方

を確認しました。 

また、地域啓発研修等で使いこなせるようになるよう、ゲーム説明やファシリテ

ーションも含めた練習として、受講生自らの進行により世田谷版ＨＵＧを体験しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 “世田谷区で”災害時に起こりそうな状況が書いてあります。

2

世田谷版HUG(案)ができました。

地域のみなさまにも、多様性に配慮し

た対応を考えてもらうきっかけづくり

ができます。

 “多様性の視点で” 配慮や工夫が必要なことを考えるた

めのゲームになっています。
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第８回 

月日 研修内容 講師（敬称略） 

10月 23日（水） 研修終了にあたって 

§今後のフォローアップについて 

§ワークショップ：コーディネーター

の今後の活動を考える 

§修了証授与、決意表明 

§研修総括 

世田谷区女性防災リーダー育成検

討委員 

世田谷区災害対策課 

【概要】 

研修の締めくくりとして、世田谷区より今後のフォローアップについて説明する

とともに、コーディネーターの今後の活動を考えるワークショップを実施しました。 

また、全 8回にわたるせたがや女性防災コーディネーター養成研修について、桜

井委員長より、受講生ひとりひとりに修了証を渡し、みなさまからせたがや女性防

災コーディネーターとしての今後の活動について決意表明を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


